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第
三
次
白
石
市
総
合
計
画
の
あ
ら
ま
し
（
そ
の
一

■
総
合
計
画
と
は
…
…

　
総
合
計
画
は
、
市
全
域
に
お
け
る
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
，
O
た
め
に
策
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

通
常
、
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
方
向
性

を
示
す
、
い
わ
ば
“
市
の
憲
法
”
の
役

割
を
果
た
す
「
基
本
構
想
」
と
、
そ
の

構
想
に
基
づ
い
て
、
目
標
達
成
の
た
め

の
方
法
、
手
段
を
表
わ
し
た
「
基
本
計

画
」
及
び
具
体
的
な
場
所
、
事
業
費
等

を
示
し
た
「
実
施
計
画
」
か
ら
構
成
さ

れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
過
去
二
回
に
わ
た
り
総
合

計
画
を
策
定
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
際

化
、
情
報
化
、
高
齢
化
、
都
市
化
な
ど

の
社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
と
の
対
応

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
国
や
県
に

お
い
て
も
計
画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
度
、
二
十
一
世
紀
に

向
け
て
「
臼
石
市
民
が
こ
ぞ
っ
て
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し

て
、
新
た
に
第
三
次
白
石
市
総
合
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
と
来
月
号
の
二
回
に
分
け
て
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
理
念
及
び
目
標

　
は
じ
め
に
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
何
の
た
め
の
計
画
で
あ
る
か

と
い
う
理
念
の
確
立
が
必
要
で
す
。
本

計
画
で
は
、
こ
の
地
域
に
生
ま
れ
、
あ
る

い
は
育
ち
、
学
び
、
働
き
、
遊
び
、
喜

怒
哀
楽
を
共
に
す
る
な
ど
、
本
市
と
さ

ま
ざ
ま
な
関
わ
り
を
持
つ
人
々
に
と
っ

て
の
幸
福
を
増
進
す
る
た
め
の
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
暮
ら
し
が
豊
か
に
な

れ
ば
、
田
心
い
や
り
や
き
ず
な
が
よ
り
深

ま
り
、
平
和
で
幸
福
な
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
理

念
と
目
標
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
理
念
…
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
の
確
立
を

　
　
　
　
図
り
地
域
の
個
性
を
発
揮
す

　
　
　
　
る
と
と
も
に
、
生
活
の
豊
か

　
　
　
　
さ
を
重
視
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
♪
駕
汀
う
。

「
，
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目
標
…
実
質
的
生
活
水
準
の
日
本
丁

　
　
　
　
世
界
一
を
目
指
す

※
実
質
的
生
活
水
準
と
は
人
々
の
く
ら

し
向
き
を
実
質
的
に
捉
え
、
貨
幣
的
に

評
価
で
き
る
要
素
（
例
え
ば
所
得
）
ば

か
り
で
は
な
く
・
そ
れ
以
外
の
要
素
（
例

え
ば
生
活
環
境
）
を
も
含
め
て
考
え
る

全
体
的
な
生
活
水
準
の
こ
と
を
指
し
ま

す
．
．
実
質
的
生
活
水
準
を
考
え
る
場
合

は
、
所
得
、
労
働
時
間
、
物
価
、
地
価
、

住
宅
、
景
観
、
自
然
環
境
、
そ
の
他
の

各
要
素
を
総
合
的
に
捉
え
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
本
市
の
総
合
計
画
で
は
、

こ
の
考
え
方
を
強
調
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

全体構想図
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■
目
標
と
主
要
指
標

　
目
標
年
度
は
、
国
や
県
の
計
画
に
な

ら
っ
て
、
昭
和
七
十
五
年
（
西
暦
二
〇

〇
〇
年
）
と
し
ま
し
た
。
計
画
初
年
度

は
本
年
度
と
し
ま
し
た
の
で
計
画
期
聞

は
十
三
年
聞
の
長
期
計
画
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
目
標
年
度
に
お
け
る
、
主
要

指
標
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
傾
向
と
日

本
社
会
全
体
の
見
通
し
、
そ
し
て
本
市

の
位
置
付
け
等
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
て

次
の
よ
う
に
予
測
し
、
目
標
値
と
し
ま

し
た
。

圏
基
本
的
考
え
方

　
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
の
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、
個
性
を
活

か
し
本
市
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
自
石

市
ら
し
い
計
画
を
つ
く
る
と
同
時
に
、

『
良
い
も
の
は
良
い
！
』
と
い
う
標
語

を
掲
げ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
．
こ
れ
は
、
伝
統

が
あ
る
か
ら
、
あ
る
い

は
昔
か
ら
あ
る
か
ら
と

言
っ
て
必
ず
し
も
良
い

と
は
言
え
な
い
も
の
が

あ
る
と
同
時
に
、
新
し

い
も
の
の
中
に
も
た
く

さ
ん
の
良
い
も
の
が
あ

．
謝
営
驚
鞭
麟

∞心こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
「
良
い
も
の
」

を
発
見
し
、
ま
た
、
創
り
出
し
、
育
成

し
て
地
域
に
還
元
さ
せ
た
い
と
考
え
ま

し
た
。

　　　　　主　　要　　指　　標

人　　口

　　昭和75年　　　　　45，000人

　　昭翻0年　　　　　　42，259人

人口の構成比
　　　　　　　0～14歳　　　　　15～64歳　　　　　　65歳以上

　　昭和75年　18％　　　　　　　61％　　　　　　　　　21％

　　昭和60年　21％　　　　　　　66％　　　　　　　13％

総生産額（昭和59年価格）

　　昭和75年　　　　　　　86，545百万円

　　昭和59年　　　54，545百万円

総生産額の構成比
　　　　　　第1次　　第2次産業　　　　　　　第3次産業

　　昭和75年5．9　43．0％　　　　51，1％

　　昭和59年8．4　38．1％　　　　53．5％

就業者数

　　昭和75年　　　　　　22，000ノ、

　　昭和60年　　　　　　　　　　21，007人

就業者数の構成比
　　　　　　第1次　　第2次産業　　　　　第3次産業

　　昭和75年　11，3　　　42．8％　　　　　　　45．9％

　　昭和60年　16，6　　　37．9％　　　　　　　45．5％

■
将
来
構
想
の
四
つ
の
柱

　
本
市
は
、
人
的
資
源
、
自
然
環
境
、

社
会
・
経
済
・
文
化
等
の
各
環
境
に
恵

ま
れ
、
活
用
す
べ
き
素
材
は
豊
富
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。
そ
れ
ら
の
素
材
を
発

見
も
し
く
は
開
発
し
、
組
み
合
わ
せ
、

独
自
性
を
生
み
出
し
、
競
争
力
の
あ
る

も
の
に
構
築
し
な
が
ら
目
標
を
実
現
す

る
た
め
に
、
本
計
画
に
お
い
て
次
の
四

つ
の
柱
を
定
め
ま
し
た
。

　
（
㊤
支
え
る
力
、
ま
ち
の
い
し
ず
え

　
　
　
　
　
　
　
　
（
基
盤
づ
く
り
）

　
⑫
）
つ
く
る
喜
び
、
ま
ち
の
は
ば
た
き

　
　
　
（
生
産
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
）

③
人
の
力
、
ま
ち
の
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
人
づ
く
り
）

④
時
の
鼓
動
、
ま
ち
の
リ
ズ
ム

　
　
（
過
去
・
未
来
の
開
発
と
保
存
）

■
計
画
の
特
長

　
本
計
画
の
大
き
な
特
長
の
一
つ
に
、

総
合
計
画
の
中
の
基
本
的
な
計
画
と
し

て
、
業
務
計
画
と
戦
略
計
画
の
二
つ
の

タ
イ
プ
の
計
画
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
業
務
計
画
と
は
、
国
、
県

並
び
に
市
な
ど
の
行
政
組
織
や
法
制
度

な
ど
と
連
動
し
た
方
が
よ
り
効
率
的
に

実
行
さ
れ
る
性
格
を
持
っ
た
計
画
で
あ

り
、
地
域
政
策
の
基
礎
と
な
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
戦
略
計
画
と
は
、
行
政
組

織
を
横
断
的
に
つ
ら
ぬ
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
型
の
計
画
で
あ
り
、
極
力
ブ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
シ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の

二
つ
の
タ
イ
プ
の
適
度
な
組
み
合
わ
せ

に
よ
り
、
効
率
的
な
課
題
解
消
策
と
し

て
用
い
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
次
号
に
お
い
て
は
、
将
来
構
想
の
四

つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
業
務
計
画
と
戦
略

計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　　実現予想図　遊歩道ネットワークイメージ
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昭
和
62
年
度
決
算

　
　
　
　
　
　
97
億
円
は
こ
の
よ
う
に
〃

99億4，657万円入歳

3，046，688（30．6％〉

　　　　2，680，598（26．9％

・（・a6％）　　［亟菱圃

1，800（11．2％／

諸収入371，391（3．7％）

　　繰入金304，479（3．1％）

1．2％／

371，391

入金304

一繰越、

1，655，791

　　　　1，11

L，479（3．1％）

金137，989（1．4％）

・地方譲与税137，474（1．4％）

「
　　　自動車取得税交付金126，848（1．3％）

市
　
　
債

国
県
支
出
金

地
方
交
付
税

市
　
　
税

（億円

　　30

　　25

20

　
　
1
5
　
　
10
　
　
5

97億1，759万円出歳

　
昭
和
62
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
、

9
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
認
定
さ

れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

2，463，228（25．3％）

　　　　1，780，024（18．3％）

　　　r一一1っ260，173（13．0％

●i世帯が甑た市税□

　　1世帯当り　　　昭和63年3月31日現在

　　260，690円　　　　　人　ロ　42，391人

　　　L　　一　　　　　　　世帯数　11，687戸

φ

52（11．5％）

宴，805（8．4％）

一737，057（7．6％）

　　　農林水産業費612，054（6．3％）

　　　　　　消防費269，534（2．8％〉

　　　　　　　　商工費222，417（2．3％）

　　　　　　　　n謹燃総

1，119，7∈

　　　　814

衛
生
費

公
債
費

民
生
費

土
木
費

総
務
費

教
育
費

（億円

　　25

　　20

　　　15

　　1U

5

※歳入歳出差引残高2億2，898万円から翌年度へ繰越すべき財源1，740万円を差し引いた2億1，158

　万円が決算剰余金で、このうち1億600万円が財政調整基金に積立されたほか、1億558万円力

翌年度へ繰越されました。

　　　　　市民1人・1世帯が負担した市税

》
▽

1人当り

71，871円

ジ
働

［

市税収入内訳
1億7，673万2千円（5．8％1

－1億4，215万2千円〔4．7％）

　　「
　　　　　1億3，916万6干円〔4．6％l

　　　　　r一一7，961万5千円（2．6％1

　　都。輔　＼
　　計画有　税　　　　市民税

市たばこ　　　　　　13億85万4千円
＼　消費税　　　　　　　　　（42．7％

　　　　　　　予算額

　　　　　29億5，215万5千円

　　　　　　収入済額
　　　　　30億4，668万8干円

固定資産税　＼

で　億816万9千円
　　　　　（39．6％

特別会計・上水道事業会計決算

予算額21億3，629万円
収入金額　21億4，104万円
支出済額　19億6，344万円

予算額　1，324万円
収　入　済　額　　　　1，279万円

支出済額　　1，246万円

予算額10億6，832万円
収　入　済　額　　10億6，390万円

支出済額　10億6，390万円

予算額　6，412万円
収入済額　　6，297万円

支出済額　 6，297万円

予算額16億2，997万円
収入済額　16億4，483万円
支出済額　16億1，557万円

・収益的収入及び支出

　（経常経費）

収入予算額　 4億2，836万円

収入済額　4億5，950万円

支出予算額　 3億1，148万円

支出済額　3億255万円
・資本的収入及び支出

　（投資的経費）

収入予算額　　 9，440万円

収入済額　　9，702万円
支出予算額　 2億2，217万円

支出済額　2億1，714万円

●国民健康保険事業

●簡易水道事業

●下水道事業

●地方卸売市場事業

●老入保健

●上水道事業

市民1人あたりに使われたお金は？

昭和63年3月31日現在の人ロ42，391人

58，107円教育費

鎌　　　　夢
響羅鵜，，、イ
麺』　．．噺馨・i欝娠1・

　　1：1蟹
、
．
罷
覇

轍．騨
　　　酔一　1醗“，緩瓢ご
　　　　義霊醸講羅建設認業

　　土木費　29，727円

ロ

融
・
、
』

　
糠
、

盤
　
け
誌
、

費26，415円
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芦
郷芦

然環境」

●

達
駒

阿
「

　　、
篤幽囲

妬
－蕎

～
㌻
ず
慮

押
．

葱

　
　
　
　
　
　
　
　
磁
辮

　
私
た
ち
が
生
活
を
営
む
う
え
で
、
水

は
様
々
の
役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
役
立
っ
た
水
も
汚
水
と
し
て

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
川
や
海
に
流
せ
ば

水
質
を
汚
濁
し
、
自
然
環
境
に
著
し
い

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
汚
水
を
集
め
て
処
理
し
、

き
れ
い
な
水
に
し
て
自
然
に
も
ど
す
役

目
を
す
る
の
が
下
水
道
で
す
。

　
家
庭
の
雑
排
水
や
工
場
等
の
汚
水
を

下
水
道
に
よ
っ
て
円
滑
に
排
水
・
処
理

し
、
悪
臭
や
害
虫
の
い
な
い
快
適
で
衛

生
的
な
生
活
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
都
市
基
盤
の

　
　
整
備
状
況
を
示
す

　
　
　
　
下
水
道
普
及
率

　
わ
が
国
の
下
水
道
普
及
率
は
、
現
在

39

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
こ
れ
は
欧
米

諸
国
の
7
0
～
9
0
パ
ー
セ
ン
ト
の
普
及
率

に
比
べ
、
な
お
著
し
い
格
差
が
あ
り
ま

す
。　

こ
の
た
め
国
で
は
昭
和
六
十
一
年
度

を
初
年
度
と
す
る
第
六
次
下
水
道
整
備

計
画
を
た
て
、
処
理
人
口
普
及
率
に
し

て
4
8
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
整
備
す
る
計
画

で
す
。

　
白
石
市
と
し
て
も
こ
の
計
画
に
沿
っ

て
、
全
国
並
の
普
及
率
と
な
る
よ
う
整

備
を
促
進
し
て
い
く
計
画
で
す
。

下
水
道
工
事
に
よ
る

　
交
通
規
制
に
ご
協
力
を
！

水洗化はお早めに！

　使用開始区域の皆さんへ

、
7

　　　l　　I　　I

4、1“．
｝

岳

　13，
を1．

匂
ト

o
　
亀

ρ
ン

“
～

鐙う
蓄
、

拶、

、
♪

　市内の

道
路
に
お
い
て
公
共
下
水
道

工
事
の
た
め
一
部
車
両
通
行
止
め
や
、

一
部
片
側
通
行
な
ど
の
交
通
規
制
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　ご

協
力
と
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
（
下
水
道
課
）

第
60
回
白
石
市
民
体
育
大
会

　
　
　
　
総
合
優
勝
・

　
去
る
1
0
月
1
0
日
（
体
育
の
日
）
に
市

内
2
9
地
区
の
参
加
に
よ
っ
て
市
民
体
育

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
趣
向
を
凝
ら
し
た
入
場
行
進
や
玉
入

れ
・
綱
引
き
・
年
代
リ
レ
ー
な
ど
白
熱

し
た
競
技
が
展
開
さ
れ
、
最
高
得
点
3
6

点
の
柳
町
地
区
が
総
合
優
勝
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
競
技
の
最
中
に
雨
が
降
り
あ

い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、
全
種
目

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

方
々
に
紙
上
か
ら
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

脳

柳
町
地
区

緬鮮
勧～

一
伊

，
叢

べ

．
勧

疑　i灘．一鑑』』灘
　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蜘

踵
膿

懸
懇

酋な

6

聾

鞭
・
、
、

彗－
阿あ

薗

　｝㎜、

　
本
郷
第
四

10
　
　
　
　
り
O

　
　
　
　
　
　
・
8

　
清
水
小
路

9

3
1．5

　
短
ケ
町

7　
　
　
　
ら
O

　
新
　
　
町

7　
本
郷
第
一

6

3
5

3
3

　
田
　
　
町

5
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
門
’

　
郡
　
　
山

4　
　
　
　
つ
」

　
本
郷
第
三

3
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
6

　
西
益
岡

2　
柳
　
　
町

1位

地区名

順

5
3

広U

　
1

8
4

1
3

5
4

戸
’

1112．5

⊥
1414

ワ

17

　
　
2
2

　
、
b

ウ
一

5
23

8
4
8
1
30

3
1．5

2．5

2

3
4
7

8
7
8
32

6
6
6
4
36

種目　＼
入場行進
玉入れ
綱引き400m釣り物リレー

年代リレー
200歳リレー
800mリレー
得点

ク
ラ
ス
紹
介
⑥

大
鷹
沢
小

が
ん
ば
る
四
十
六
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
年

　
私
た
ち
の
学
校
に
は
、
一
度
に
、
約

↓
二
〇
人
く
ら
い
の
人
が
食
べ
ら
れ
る

大
き
な
食
堂
が
あ
り
ま
す
。
A
、
B
の

班
に
分
か
れ
て
、
二
週
間
こ
う
た
い
で

食
べ
ま
す
。
ち
が
う
学
年
の
子
と
も
食

べ
る
の
で
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

　
私
た
ち
の
学
級
は
、
男
子
十
八
人
、

女
子
二
十
七
人
、
合
計
四
十
五
人
の
、

と
て
も
明
る
く
て
、
に
ぎ
や
か
な
学
級

で
す
。

　
ま
た
、
と
て
も
班
競
争
が
さ
か
ん
で

す
。
態
度
の
良
い
班
や
、
が
ん
ば
っ
て

い
る
班
に
は
、
点
数
を
つ
け
て
い
き
、

漏
1

一
　
　
　
　
－
瀬

　
　
　
騨

　
　
　
甑
謬
　
　
　
　
｛
し

鞘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
㌔
｝

　
　
　
3
F

ρ
　
　
　
　
　
ゲ
　
撃

　
　
　
～

　
　
　
㌧
　
属
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単

　
　
騒
，
…
　
▼
　
ぜ
ダ
　
僻

　
　
　
　
　
　
　
9
　
　
と
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
残

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
・

　
　
　
　
　
」
［
一
f

　
　
　
　
　
資
、

曇
【
ー
■
羅
羅
置
”

門調
　躍

　
　
　
　
　
島
　
貫
利
恵

一
〇
〇
点
に
な
っ
た
ら
願
い
ご
と
の
か

な
う
券
が
も
ら
え
ま
す
。
そ
の
券
が
、

五
枚
た
ま
る
と
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
券
が
も

ら
え
ま
す
。
だ
け
ど
、
そ
の
券
は
一
回

し
か
使
え
ま
せ
ん
。
態
度
が
悪
い
と
減

点
さ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
の
担
任
の
先
生
は
、
弓
場
義

一
先
生
で
す
。
南
野
陽
子
の
フ
ァ
ン
で
、

教
室
に
ポ
ス
タ
ー
を
は
っ
て
い
ま
す
。

先
生
は
、
宮
城
県
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の

代
表
選
手
で
す
。
東
北
大
会
で
優
勝
し

て
、
今
度
、
京
都
で
開
か
れ
る
国
体
に

行
き
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
お
み
や
げ

を
買
っ
て
来
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。
前

に
青
森
へ
行
っ
た
と
き
も
、
リ
ン
ゴ
を

買
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
練
習
を
カ
ッ
コ
つ

け
て
や
っ
て
い
た
ら
、
足
を
く
じ
い
て

し
ま
っ
た
」
と
言
う
、
少
し
お
っ
ち
ょ

こ
ち
ょ
い
な
先
生
で
す
。
学
校
で
は
、

小
さ
い
子
た
ち
に
も
と
て
も
人
気
が
あ

り
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
、
自
川
小
学
校
と
の
対
こ

う
戦
が
あ
る
の
で
、
五
・
六
年
生
の
男

子
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
女
子
は
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
の
練
習
を
毎
日
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
勝
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
学
級
で
は
、
五
つ
の
気
（
元
気
、
活

気
、
根
気
、
や
る
気
、
本
気
）
を
め
あ

て
に
、
毎
日
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
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囲

炉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
ろ
　
の

　
私
の
家
の
茶
の
間
に
は
、
囲
炉
裏
が

切
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
鉄
瓶
も

　
　
だ
い
す

あ
れ
ば
台
子
（
茶
道
具
を
載
せ
て
お
く

台
）
も
あ
る
。
忙
し
い
の
で
炭
火
を
入

れ
る
こ
と
を
時
々
忘
れ
る
が
、
涼
し
く

な
っ
て
く
る
と
早
朝
か
ら
炭
が
入
れ
て

あ
り
、
湯
の
た
ぎ
る
音
が
聴
こ
え
て
く

る
。
た
ま
に
は
囲
炉
裏
の
傍
に
座
り
、

松
風
の
音
を
聴
き
な
が
ら
お
茶
を
飲
む

の
も
、
ま
た
い
い
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
そ
の
囲
炉
裏
に
は
、
茶

こ
ぼ
し
に
使
う
焼
き
も
の
が
一
つ
置
い

て
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ち
ょ
っ
と

お
も
し
ろ
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
の
で

紹
介
し
た
い
と
思
う
。

齢
裏

市
長
川
　
井
　
貞
　
一

　
い
ま
使
っ
て
い
る
茶
こ
ぼ
し
は
、
実

　
し
が
ら
き
や
き
　
ゑ
ぎ
し

は
信
楽
焼
の
水
指
で
あ
る
。
表
面
に
は

　
　
ゆ
う

自
然
粕
が
ビ
ー
ド
ロ
と
な
っ
て
見
事
に

流
れ
、
裏
面
に
は
信
楽
独
特
の
土
の
味

が
実
に
良
く
出
て
い
る
と
私
は
思
っ
て

い
る
。
裏
を
返
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に

は
ゲ
タ
が
履
か
せ
て
あ
っ
て
「
清
」
と

い
う
字
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
水
指
は
、
あ
る
骨
董
屋
で
見
つ

け
た
も
の
で
あ
る
。
粕
の
か
か
り
具
合
、

そ
の
粕
が
ビ
ー
ド
ロ
に
な
っ
て
流
れ
て

い
る
景
色
、
そ
し
て
土
味
の
見
事
さ
に

惹
か
れ
て
、
た
め
つ
す
が
め
つ
眺
め
て

い
た
。
骨
董
屋
の
お
や
じ
が
「
お
客
さ

ん
、
お
気
に
召
し
ま
し
た
か
」
と
尋
ね
た

の
で
、
私
は
「
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と

思
う
」
と
答
え
た
。
そ
う
し
た
ら
、
お

や
じ
は
こ
ん
な
説
明
を
し
て
く
れ
た
。

「
こ
の
水
指
は
、
あ
る
茶
人
が
、
三
代

　
ホ

目
清
水
六
兵
衛
の
作
だ
と
言
わ
れ
て
、

相
当
以
上
の
高
い
値
段
で
手
に
入
れ
、

愛
用
し
て
い
た
も
の
な
の
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
高
名
な
鑑
定
家
に
見
て
も
ら
っ

た
ら
、
一
般
に
六
兵
衛
は
押
印
の
㊨

と
い
う
字
を
押
す
か
、
そ
う
で
な
け
れ

ば
「
六
兵
衛
」
と
彫
り
込
む
の
だ
そ
う

で
、
た
だ
「
清
」
と
い
う
字
が
彫
ら
れ

て
あ
る
だ
け
だ
か
ら
、
ま
ず
贋
物
だ
ろ

う
と
言
わ
れ
た
そ
う
な
の
で
す
。
そ
れ

を
聞
い
た
茶
人
は
つ
く
づ
く
嫌
に
な
っ

て
し
ま
い
、
い
く
ら
で
も
い
い
か
ら
売

っ
て
ほ
し
い
と
こ
う
言
わ
れ
て
、
実
は

こ
こ
に
飾
っ
て
あ
る
の
で
す
」

　
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
見
れ

ば
見
る
ほ
ど
心
惹
か
れ
る
水
指
で
あ
る
。

私
は
清
水
六
兵
衛
の
作
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
知
り
な
が
ら
も
、
も
の
の
良

さ
に
惹
か
れ
、
な
に
が
し
か
の
代
価
を

支
払
い
、
そ
れ
を
求
め
た
。

　
私
は
茶
を
や
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
、

そ
の
水
指
を
茶
こ
ぼ
し
に
使
っ
て
い
る
。

こ
の
茶
こ
ぽ
し
が
一
つ
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
囲
炉
裏
が
、
そ
し
て
そ
れ
を
取
り

巻
く
風
景
が
キ
チ
ッ
と
締
っ
て
見
え
る
。

　
ど
う
い
う
工
人
が
創
っ
た
作
品
で
あ

ろ
う
か
…
…
…
こ
の
水
指
に
は
そ
の
工

人
の
精
魂
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
け
は
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ

る
。

　
今
日
も
私
の
家
の
囲
炉
裏
に
は
、
茶

こ
ぼ
し
が
ひ
っ
そ
り
と
座
っ
て
い
る
。

　
き
よ
み
ず
ろ
く
べ
　
え

＊
清
水
六
兵
衛

　
京
都
の
陶
工
。
初
代
（
一
七
三
八
～

一
七
九
九
）
は
、
号
は
愚
斎
。
寛
延
年

問
、
五
条
坂
の
陶
工
清
兵
衛
に
学
び
明

和
年
問
、
五
条
で
開
窯
。
妙
法
院
宮
の

た
め
に
黒
楽
茶
碗
を
焼
き
、
六
目
印
を

賜
っ
た
。
二
代
（
一
七
九
〇
～
一
八
六

〇
）
は
、
号
は
静
斎
。
和
漢
の
諸
陶
器

を
模
し
、
赤
絵
・
青
華
を
製
出
。
三
代

（
一
八
二
二
～
一
八
八
三
）
は
、
号
は

祥
雲
。
南
画
に
長
じ
、
青
華
・
青
磁
・

赤
絵
を
製
出
。
以
降
も
代
を
つ
ぎ
現
代

に
至
る
。
　
　
　
　
　
（
広
辞
苑
よ
り
）
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ll月9日1ま

火災・救急の「ll9番の日」

仙南地域広域行政事務組合消防本部から

ン例19番　　・
　　　着信回数

63，4．1～63．8．31

　
市
民
の
み
な
さ
ん
が
消
防
全
般
の
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
消

防
と
注
民
と
の
相
互
交
流
の
場
と
し
て
、

ダ
イ
ヤ
ル
ナ
ン
バ
ー
に
ち
な
み
1
1
月
9

日
が
「
1
1
9
番
の
日
」
と
し
て
昨
年

度
か
ら
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
1
1
9
番
の
日
」

　
　
　
　
　
記
念
行
事

O
場
　
所
　
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務

　
組
合
消
防
本
部
（
大
河
原
消
防
署
）

　
大
河
原
町
字
新
青
川
1
番
地
の
ー

○
日
　
時
　
昭
和
6
3
年
n
月
6
日
⑱

　
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

○
内
　
容

①
通
信
指
令
室
の
公
開

②
消
防
車
両
の
展
示

③
消
防
機
材
の
展
示

④
救
助
訓
練
の
披
露

⑤
映
画
会
、
そ
の
他

※
問
い
合
わ
せ

　
消
防
本
部
通
信
指
令
室

　
a
O
二
二
四
－
五
二
ー
一
〇
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
一
八
○
）

　
災
害
は
、
い
つ
私
た
ち
を

　
襲
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん

　
当
事
者
に
な
れ
ば
、
極
限
状
態
、
心

理
的
パ
ニ
ッ
ク
で
1
1
9
番
を
す
る
で

し
ょ
う
。
日
頃
の
訓
練
と
心
構
え
で
、

あ
わ
て
ず
、
は
っ
き
り
通
報
し
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
ま
し
ょ
う
。

火
災
・
救
急
発
生
状
況

　
　
　
　
　
り
D
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
6
．
1
．
1
～
6
．
8
．
3

　
火
　
災
　
　
　
　
七
一
件

　
救
急
一
、
八
一
二
件

消
防
テ
レ
ホ
ン
ニ
ュ
ー
ス

　
火
災
の
問
い
合
わ
せ
、
消
防
ニ
ュ
ー

ス
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
費
〇
二
二
四
－
五
三
－
三
八
O
O

ヤ
正
し
い
土
地
取
引
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
価
調
査
結
果
』

　
昭
和
六
十
三
年
七
月
一
日
現
在
の
地

価
調
査
結
果
を
十
月
一
日
に
宮
城
県
が

公
表
し
ま
し
た
。

　
市
内
一
〇
基
準
地
の
標
準
価
格
は
次

表
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
地
価
は
国
土

利
用
計
画
法
に
よ
る
届
出
な
ど
の
取
引

価
格
審
査
の
基
礎
と
な
る
の
は
も
ち
ろ

9一、■

曙
－o
　’

ん
で
す
が
、
実
際
み
な
さ
ん
が
取
引
さ

れ
る
と
き
の
目
安
に
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
も
の
で
す
。

　詳しく

は
、
市
秘
書
企
画
課
企
画
係

智
二
五
－
二
一
ニ
　
ヘ
内
線
三
三
三
）

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

8

～

119番の日
（11月9日）

多
0
（

　
＼

着信数訳内

37災火

993救助救，急、

27その他の災害

464悪戯、間違い

624他のワ
で

3．823回線試験
5．968計

116加入電話通報

1．1111肖防テレホンニュース

変動率

（％）

1㎡当り単価（円）

63．7．162．7．1

基準地の所在及び地番用途

1．376，80075，800沢端町109番1住宅地

0．730．30030，100福岡長袋字陣場ケ丘7番14〃

0．932．90032．600郡山字荒屋敷70番1〃

1．56．8006．700越河字町屋敷33番〃

0．713．70013．600白川津出字小路屋敷7〔）番1〃

1．429，20028．8〔）0大鷹沢三沢字坂端35番1外〃

L6127．000125．000字中町4番商業地

1．031．60031．300福岡長袋字八斗蒔28番1外準工業地

013．40013．400郡山字東中堀20番外工業地

0
10アール）

　　310，000

10アール）

　310，000
福岡蔵本字番小屋46番2地林

一
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
ら
　
　
　
…

㎜
　
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
皿

．
許
ー
ー
ー
，
ー
，
ー
…
ー
…
－
国
民
健
康
保
険
－
疑

　
同
一
月
内
に
、
同
一
の
機
関
で
治
療

を
受
け
窓
口
で
支
払
っ
た
自
己
負
担
額

が
、
次
の
よ
う
な
金
額
を
超
え
た
場
合

そ
の
差
額
に
つ
い
て
高
額
療
養
費
の
支

給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

　
⑫
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

◎
領
収
書

　
〔
蛙
世
帯
主
の
口
座
番
号

　
　
　
　
　
　
（
郵
便
局
以
外
）

を
持
っ
て
保
健
衛
生
課
国
民
健
康
保
険

窓
ロ
ヘ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
保
健
衛
生
課
国
民
健
康

保
険
係
盈
二
五
－
二
一
一
一
内
線
六
〇

四
・
六
〇
五
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　　7万円を病院などで支払った場合、

　　1～3回までは①の計算。ただし4回

　　から3万円を超えた額〔住民税非課

　世帯2万1，000円1が対象となります
　例〉（忌毫農療書か）　（限度額1

　　　　　70，000円一30，000円

　　　　　＝40，000円1支給額1

地
域
ぐ
る
み
の
環
境
浄
化
を
推
進
し

　
　
　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
な
が

　
　
　
蒲

こんな

とき

　　7万円を病院などで支払った場合
　フロコ　ロ　　　　りロ　　　　コロ　　

　　　　　が　　されますの

　　　　　馬弊

　同じ人が、同じ月に、同じ病院など

へ支払った医療費が5万4，000円（住民

税非課税世帯3万円）を超えたとき

　　　　輿

鍋
　　　母親が3万、長男が4万円を病院な

　　どで支払った場合、合算して5万4，000

　　‘住民税非課税世帯3万円1を超え円‘住民税非課税世帯3万

た額

　「30，000円十40，000円1

　　－54，000円＝16，000円

が支給されます。

暴癬轟馬蕪総L
税世帯2万1，000円♪以上の人が複数い

たとき。　　」一■■一臥　．一A

》｝

題

　同じ世帯で、12か月悶に4回以上高

額療養費の支給を受けたとき。

白
石
少
年
を
守
る

　
環
境
浄
化
モ
デ
ル
地
区
が

　
　
　
　
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

　
青
少
年
が
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く

育
つ
こ
と
は
、
私
達
み
ん
な
の
共
通
の

願
い
で
す
、

　
そ
の
た
め
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、

青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
を
よ
り

よ
い
も
の
に
す
る
二
と
が
大
切
な
こ
と

は
、
既
に
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
情
報
化
、
国
際
化
、
都
市

化
傾
向
等
の
社
会
情
勢
を
反
映
し
、
青

　
　
看

少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
、
決
し

て
好
ま
し
い
現
象
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、
青
少
年
に
好
ま
し
く

な
い
ポ
ル
ノ
や
残
虐
を
売
り
も
の
に
す

る
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
出
版
物
、
映
画
、

広
告
な
ど
。
ま
た
、
た
ま
り
場
と
な
り

や
す
い
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
デ
ィ
ス
コ

等
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
青
少
年
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
を
浄
化
し
、
ま
た
住
み
よ
い
健

全
な
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
自
石
警
察
署
や
白
石
市
が
中
心
と
な

り
、
白
石
駅
前
地
区
を
昭
和
6
1
年
4
月

か
ら
昭
和
6
3
年
3
月
ま
で
の
2
年
間
、

「
白
石
少
年
を
守
る
環
境
浄
化
モ
デ
ル

地
区
」
と
し
て
指
定
し
、
関
係
機
関
、

団
体
、
家
庭
、
学
校
な
ど
地
域
ぐ
る
み

で
、
環
境
浄
化
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　
そ
の
結
果
、
青
少
年
の
非
行
防
止
、

健
全
育
成
の
た
め
の
活
動
が
積
極
的
に

推
進
さ
れ
、
白
石
市
の
健
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
を

こ
の
指
定
期
間
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
こ

と
な
く
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
明
る

い
健
全
な
白
石
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら

に
一
層
、
推
進
し
、
そ
の
定
着
を
図
る

た
め
、
引
き
続
き
、
白
石
少
年
を
守
る

環
境
浄
化
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
指
定
し

て
い
ま
す
。

　
地
域
ぐ
る
み
の
環
境
浄
化
と
豊
か
な

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、
ふ
れ
あ
い
の

明
る
い
家
庭
を
築
き
、
少
年
の
健
全
育

成
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
〔
推
進
期
間
〕

　
昭
和
6
3
年
4
目
1
日
～

　
　
　
　
　
昭
和
6
4
年
3
月
31
日

　
〔
推
進
地
域
〕

　
白
石
駅
前
地
区

　
〔
推
進
機
関
・
団
体
〕

　
白
石
警
察
署
、
臼
石
市
、
防
犯
協
会
、

　
学
校
、
P
T
A
、
婦
八
会

　
〔
重
点
目
標
〕

O
市
民
の
非
行
防
止
意
識
の
高
揚

○
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
浄
化

O
万
引
き
及
び
自
転
車
盗
の
防
止

○
未
成
年
者
の
飲
酒
、
喫
煙
防
止

　
〔
推
進
事
業
〕

　
主
な
活
動
と
し
て
は
、
街
頭
補
導
、

環
境
点
検
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
モ
デ
ル
地
区
会
議
に
お
い
て

白
石
・
刈
田
更
生
保
護
婦
人
協
議
会
の

協
力
に
よ
り
、
現
在
、
白
石
駅
構
内
に

設
置
し
て
い
る
白
ポ
ス
ト
を
「
少
年
を

守
る
愛
の
箱
」
と
し
て
、
装
い
を
新
た

に
し
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
少
年
に
見
せ
た
く
な
い
雑
誌
な
ど
の

収
納
箱
と
し
て
、
ま
た
少
年
の
問
題
に

関
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
の
ポ
ス
ト
と

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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わ
が
家
の
味

へ
妙
診
o
勿
9
申
シ
リ

　
　
　
筑

【
材
料
】
（
ニ
ヘ
分
）

鶏
も
も
肉
励
g
、

れ
ん
こ
ん
4
0
9
、

ル則

に
ん
じ
ん
4
0
9
、

ご
ぼ
う
4
0
9
、
サ

　
ん
に
ゃ
く
4
0
9
、
干
し
い
た
け
2
枚
、

　
さ
や
え
ん
ど
う
6
枚
、
サ
ラ
ダ
油
大

　
さ
じ
ー
、
塩
少
々
、
砂
糖
大
さ
じ
筒
、

　
酒
大
さ
じ
ー
、
し
ょ
う
油
大
さ
じ
2
．
．

【
作
り
方
】

①
鶏
肉
は
一
口
大
の
や
や
厚
め
の
そ
ぎ

　
切
り
に
す
る
。

（
2
）
に
ん
じ
ん
・
れ
ん
こ
ん
は
皮
を
む
き

　
一
口
大
の
回
し
切
り
（
乱
切
り
）
に

　
し
、
水
に
放
し
ざ
る
に
上
げ
る
。

（
鋤
）
ご
ぼ
う
は
タ
ワ
シ
で
表
面
を
こ
す
り

　
②
と
同
様
に
切
り
、
水
に
つ
け
て
ア

　
ク
抜
き
を
す
る
。

（
4
）
こ
ん
に
ゃ
く
は
、
に
ん
じ
ん
な
ど
と

　
同
じ
大
き
さ
に
切
り
、
塩
を
ふ
り
よ

　
く
も
ん
で
か
ら
多
め
の
湯
で
4
～
5

ゆ“　
　
■

門間まき子さん（郡山）

煮　
分
ゆ
で
る
。

⑤
砂
糖
を
少
々
加
え
た
水
で
干
し
い
た

　
け
を
も
ど
し
、
軸
を
と
り
二
つ
に
切

　
る
。

〔
◎
さ
や
え
ん
ど
う
の
筋
を
と
り
、
熱
湯

　
に
少
量
の
塩
を
加
え
ゆ
で
る
。

⑰
な
べ
に
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ
ー
を
入
れ

　
熱
し
⊃
の
鶏
肉
を
サ
ッ
と
い
た
め
、

　
蟄
3
（
を
⑤
を
加
え
て
い
た
め
る
。

　
水
（
だ
し
汁
）
ー
カ
ッ
プ
を
注
ぎ
、
ア

　
ク
を
と
り
な
が
ら
強
火
で
4
～
5
分

　
間
煮
る
。

登
や
や
火
が
と
お
り
、
汁
が
半
八
ー
ら

　
　
　
　
　
欝

繁
、
　
・
．
7

ノ
　
　
　
　
　
∠

　
輝麹 　
　
廓

∠
、
匹

　
い
に
な
っ
て
か
ら
酒
、

　
う
油
を
加
え
味
を
つ
け
、

　
ら
鶏
肉
を
取
り
出
す
。

〔
⑨
こ
げ
つ
か
な
い
よ
う
に
煮
つ
め
、
（
◎

　
の
さ
や
え
ん
ど
う
と
⑧
の
鶏
肉
を
加

　
え
、
サ
ッ
と
混
ぜ
て
仕
上
げ
る
。

〔
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
メ
モ
〕

れ
ん
こ
ん
に
つ
い
て

　
精
進
料
理
や
お
正
月
の
「
お
せ
ち
料

理
」
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
食
用
の

れ
ん
こ
ん
は
、
鎌
倉
時
代
に
中
国
か
ら

伝
わ
っ
た
も
の
で
す
。

　
れ
ん
こ
ん
に
は
、
で
ん
ぷ
ん
や
ビ
タ

ミ
ン
C
が
多
く
含
ま
れ
、
ま
た
野
菜
と

し
て
は
珍
し
く
肝
臓
の
働
き
を
助
け
る

ビ
タ
ミ
ン
a
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
れ
ん
こ
ん
は
、
太
く
て
ツ
ヤ
が
あ
り

淡
い
だ
い
だ
い
色
を
し
、
外
皮
に
傷
の

な
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
調
理
す
る
場
合
は
、
切
っ
た
ら
す
ぐ

隊
，
・鱗

　
　
　
a
一
盈

　
　
　
昏
冒

　
　
　
鮭

砂
糖
、
し
ょ

　
煮
立
っ
た

に
水
に
つ
け
、
空
気
に
ふ
れ
て
褐
色
に

変
化
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
数
滴
の
酢
を
加
え
て
ゆ
で
る
と
、
ア

ク
が
抜
け
、
白
く
き
れ
い
に
ゆ
で
あ
が

り
ま
す
。
シ
ャ
キ
ソ
と
し
た
歯
ご
た
え

は
主
に
で
ん
ぷ
ん
に
よ
る
も
の
で
、
加

熱
す
る
と
き
は
、
時
間
を
短
か
く
し
糊

化
し
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
コ
ツ
で
す
。

　
ラ
ッ
プ
に
包
み
冷
暗
所
に
保
存
し
、

洗
っ
た
も
の
は
水
に
浸
し
た
ま
ま
保
存

し
ま
す
。
水
面
か
ら
出
る
と
黒
く
変
色

し
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

消費生活モニター調査結果調査日：昭禾。63年1。月1日

対前月比
　　100．8％

　　　96。5

　　101．8

　　102．7

　　100．0

　　　99．5

　　100．0

　　101．0

　　　98．5

　　100．0

　　　94．4

　　　97．8

　　100．0

　　　98．3

　　101．9

　　101．5

　　100．8

　　101．5

　　101．6

前月平均値
　　　　257　円

　　　　260

　　　　394

　　　　220

　　　　148

　　　　192

　　　　223

　　　　384

　　　　131

　　　　200

　　1，068

　　　　460

　　1，333

　　5，000

　　　　692

　　　　710

　　　　118

　　　　　66

　　4，229

平　均　イ直

　　　　259円

　　　　251

　　　　401

　　　　226

　　　　148

　　　　191

　　　　223

　　　　388

　　　　129

　　　　200

　　1，008

　　　　450

　　1，333

　　4，917

　　　　705

　　　　721

　　　　119

　　　　　67

　　4，296

　銘柄　・規格
上白糖　1㎏

上級濃ロ　ポリ容器入　12

ポリ容器入700g

薄力粉　1kg

並食　1袋
ソフトカルトン入225g

紙容器入1，000cc

カルトン入2259

400枚1200組〕紙箱入　1箱

幅30㎝長さ20m　 1巻1
ポリ塩化ビニリデン
綿・化繊用　粒状　無りん
紙箱入4．1㎏

並食一皿

小学生調髪

コールド（ショート）

182店頭価格

182配達料込価格

12現金

12現金
10m3

　品　　名
1．砂　　・糖
2．しょう油
3．サラダ油
4．小　麦　粉
5．食　パ　ン
6。マーガリン
7．牛　　 乳

8．バ　タ　ー
9．テイツシュペーパー

10．ラ　ツ　プ
11．洗濯用合成洗剤

12。カレーライス

13．理　髪　料
14。パーマネント料

15．灯　　 油

16．レギュラーガソリン

17．軽　　 油

侶．プロパンガス

　市内の小売店やスーパーの10月

1日現在の小売価格の調査結果を

お知らせします。

【上昇品目】

　小麦粉、サラダ油、灯油、軽油

　ガ’ノリン、プロパンガス、砂糖

　がわずかに平均価格で上昇して

　います。

【下降品副

　しょう油、マーガリン、ティ・リ

　シュペーパー、合成洗剤、カレ

　ーライス、パーマネントの平均

　価格がわずかに下降しています

※調査品目においてはあまり大き

な変動はみられません。

80

幸
せ
を
明
日
に
む
す
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金

　
国
民
年
金
に

　
　
加
入
し
て
い
ま
す
か
？

　
あ
な
た
は
国
民
年
金
の
第
？
号
被
保

険
者
で
す
か
？
国
内
に
住
む
2
0
歳
以
上

60

歳
未
満
の
人
は
全
員
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
た
か
？

　
国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
3
種
類
に

分
け
ら
れ
て
い
て
、
被
保
険
者
の
種
類

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
や
給
付
の
内
容

が
異
な
り
ま
す
。

　
自
営
業
者
や
農
林
漁
業
者
が
第
1
号

被
保
険
者
で
、
保
険
料
は
ー
か
月
7
、

7
0
0
円
で
す
。

　
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人
が
第
2
号
被
保
険
者
で
、
保
険

料
は
給
料
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
年

金
を
受
け
る
と
き
は
、
国
民
年
金
に
上

乗
せ
の
か
た
ち
で
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
第
2
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶
者

が
第
3
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
が
、

保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

配
偶
者
が
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
で

ま
と
め
て
負
担
し
ま
す
。

　
自
分
が
ど
の
被
保
険
者
で
あ
る
か
を

確
認
し
、
国
民
年
金
に
ま
だ
加
入
し
て

い
な
い
人
は
速
や
か
に
届
出
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
第
2
号
被
保
険
者
は
、
勤

め
た
と
き
に
自
動
的
に
国
民
年
金
に
加

入
し
ま
す
の
で
、
新
た
に
国
民
年
金
の

届
出
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
免
除
を
受
け
た
期
問
は

　
　
　
　
追
納
し
ま
し
ょ
う
！

　
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
が
、

障
害
基
礎
年
金
や
生
活
保
護
を
受
け
て

い
た
た
め
に
法
定
免
除
に
な
っ
て
い
た

期
問
、
ま
た
失
業
や
災
害
に
よ
り
所
得

が
な
い
な
ど
の
理
由
で
申
請
免
除
を
受

け
た
期
間
は
、
保
険
料
を
納
め
な
く
て

も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
免
除
を
受
け
て
い
た
期
間

の
年
金
額
は
、
納
め
た
期
問
と
比
べ
る

と
％
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
国
民
年
金
に
は
、
免
除
を
受

け
た
期
間
に
つ
い
て
、
1
0
年
前
ま
で
さ

か
の
ぼ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
の
で

き
る
追
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
追
納
す

る
保
険
料
の
額
は
、
6
1
年
3
月
分
ま
で

は
そ
の
当
時
の
保
険
料
で
す
が
、
4
月

分
以
降
は
そ
の
当
時
の
保
険
料
額
に
政

令
で
定
め
る
率
を
か
け
た
額
と
な
り
ま

す
。

　
将
来
、
よ
り
多
く
の
年
金
が
受
け
ら

・
れ
る
よ
う
、
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
と

き
に
追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
費
二
五
ー

一
二
一
一
（
内
線
一
三
六
・
一
三
七
）

へ
ど
う
ぞ
。

気
を
つ
け
よ
う
！

　
　
う
ま
い
話
に
お
と
し
あ
な

　
悪
質
な
勧
誘
、
販
売
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
が
増
え
て
い
ま
す
。
被
害
は
未
成
年

者
か
ら
高
齢
者
ま
で
と
幅
広
く
地
域
的

に
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
1
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
i

O
ど
こ
の
誰
が
、
何
の
目
的
で
来
た
の

　
か
確
か
め
る
。

O
い
ら
な
い
と
き
は
、
き
っ
ぱ
り
断
わ

　
る
。

O
う
か
つ
に
署
名
、
押
印
し
な
い
。

○
全
額
を
即
金
払
い
し
な
い
。

O
契
約
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
書
面
を

　
受
け
取
る
。

　
ま
た
、
も
う
け
話
に
安
易
に
の
ら
な

い
こ
と
。
知
ら
な
い
人
に
財
産
や
家
庭

の
事
情
に
つ
い
て
話
し
た
り
、
預
金
通

帳
の
番
号
を
知
ら
せ
た
り
、
印
鑑
を
預

け
た
り
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
1
も
し
契
約
し
て
し
ま
っ
た
ら
ー

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
に
よ
り
契

約
日
を
含
め
て
7
日
間
内
に
書
面
（
簡

易
ハ
ガ
キ
）
で
通
知
す
れ
ば
、
無
条
件

クθかぢ

8θに

で
解
除
で
き
ま
す
の
で
す
ぐ
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昭
和
63
年
5
月
に
訪
問
販
売

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
（
昭
和
6
3
年
1
1
月
施
行
予
定
）

　
主
な
改
正
点

○
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
現
行
の

　
7
日
間
か
ら
8
日
間
に
な
り
、
書
面

　
契
約
だ
け
で
な
く
現
金
取
引
も
対
象

　
に
な
り
ま
す
。

○
規
制
対
象
が
指
定
商
品
の
売
買
に
限

　
ら
れ
て
い
た
の
が
、
役
務
（
サ
ー
ビ

　
ス
）
と
会
員
権
な
ど
サ
ー
ビ
ス
を
受

　
け
る
権
利
の
売
買
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

○
街
頭
な
ど
で
呼
び
止
め
営
業
所
で
契

　
約
な
ど
を
か
わ
す
「
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー

　
ル
ス
」
も
新
た
に
訪
問
販
売
と
し
て

　
規
制
さ
れ
ま
す
。

　
消
費
生
活
上
の
相
談
は
、
消
費
生
活

相
談
室
智
二
五
－
二
一
一
一
（
内
線
一

三
八
）
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

しノ

ぎ
鞭

就
学
時
健
康
診
断
を

　
　
　
実
施
し
ま
す

　
昭
和
6
4
年
4
月
小
学
校
就
学
予
定
児

童
に
対
す
る
就
学
時
の
健
康
診
断
を
次

に
よ
り
実
施
し
ま
す
。
該
当
児
童
の
保

護
者
に
は
通
知
書
を
送
付
し
ま
し
た
が
、

未
着
の
場
合
、
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
市
教
育
委
員
会
学
務
係
費
二
五

－
二
二
一
（
内
線
四
二
∋
へ
。

　
当
日
は
、
約
1
0
名
で
班
を
編
成
し
、

各
検
診
室
を
移
動
し
ま
す
の
で
受
付
時

間
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

O
該
当
児
童
　
昭
和
5
7
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
5
8
年
4
月
1
日
ま
で
の
出
生
者

男
q

受付時間学校名曜日受付時間名校学曜日

12：2（）～12：30大平4・金8
1／

112＝00～12：10ノ」・原ノ」・木0／－

12：20～12：30大鳳則火2212：00～12：10越1可ノ」・金11

12：20～12：30福岡・」木2412：10～12：20斎川4・火15

12二20～12＝30白川4・金2512：00～12：30白一小水16

12：20～12＝30深谷小火2912：00～12：30白二小木17

”
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生
活
環
境
を
良
く
し

　
　
　
　
快
適
な
生
活
を
し
よ
う
〃
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
2
1
回
白
石
市
公
衆
衛
生
大
会

　
　
市
民
の
健
康
の
た
め
の
快
適
な
生
活

　
　
受
賞
さ
れ
た
方
、
団
体
は
次
の
と
お

・
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
自
石
市
公
衆
衛

アザ
コ

予
生
大
会
が
、
1
0
月
4
日
、
自
石
市
民
会

瓢ぱ

・
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

Pく

．
　
大
会
に
は
、
約
二
百
人
が
出
席
し
、

く
一

ぐ
び

．
保
健
事
業
の
推
進
や
環
境
美
化
な
ど
の

ぐら

、
活
動
で
実
績
を
上
げ
て
い
る
個
人
、
団

～も

・
体
の
表
彰
、
献
血
功
労
者
に
対
す
る
日

ぐ

．
赤
有
功
章
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

べ浄f
　
り
で
す
。

レ
　
【
白
石
市
長
賞
】

．
　
大
津
正
男
・
小
関
秀
子

か
会

嚇
六

底
』
王
『

隅
衛

．
衆

ひ
ハ
ム
一

騨
市
一

価
后
　
　
　
・
、

　
白

極
　
回

、
刀
　
　
　
翁

ぐ
　
齢
弟

即
⊂　

號
謡
』

（
敬
称
略
）

【
仙
南
保
健
所
長
賞
】

我
妻
　
実
．
斎
藤
貞
一
一
一
．
鶏
徳
幸
七
静

【
白
石
刈
田
公
衆
衛
生
組
合
連
合
会
長
賞
】
　
瀞

斎
藤
芳
夫
・
金
子
き
よ
・
鈴
木
一
二
侃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

高
橋
良
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昏

【
白
石
公
衆
衛
生
組
合
連
合
会
長
賞
】
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
、

鈴
木
幸
一
・
佐
藤
　
一
・
荒
畑
信
吉
肇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

半
田
昌
三
・
大
野
今
朝
吉
・
大
槻
儀
平
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
億

村
上
忠
助
・

高
橋
昭
義

村
上
幸
夫
・

斎
藤
政
明

鹿
又
公
男

店
・

通
少
年
団

新
町
若
者
組

犬
卒
都
婆
千
寿
会

小
原
長
寿
会

【
日
赤
有
功
章
伝
達
者
】

佐
藤
正
人
・
高
橋
章
司

佐
藤
洋
子
・
大
野
　
稔

遠
藤
富
美
子

保
科
午
良
・
半
沢
　
要

・
村
上
正
喜
・
大
野
広
太

山
田
廣
・
山
田
昭
二

・
日
下
隆
・
後
藤
清
男

・
徳
陽
相
互
銀
行
白
石
支

　
　
　
・
大
平
三
⊥
一
交

・
大
鷹
沢
第
四
長
寿
会
・

　
　
　
・
滝
上
長
寿
会
・

Gゆ帆糟《瞭くx》か伊く〉《κ
く．ン・く．＞7⊂ン・く）・く｝K二）・く：〉・く：戸9・〈＞くン・くニントく二｝・く）嘱）・ぐ＞・く弛（，）・く∫ン・く＞・《：〉・ぐ＝ン◆〈二〉P（＞トくp困）・く：＞《＞・〈〉・く：M｝。ぐバ：西○・09く＝ン・帆〉嘱こン・く二〉確二河：〉・（二＞甲く⊃べ二＞・

嬉裡婬釜孝魏㌍甦ぎ娚「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
・
「
白
石
女
敵
討
」

な
ど
で
有
名
な
孝
女
宮
城
野
・
信
夫
の

霊
を
祀
る
孝
子
堂
は
、
大
正
十
五
年
四

月
二
十
三
日
入
仏
式
を
挙
行
し
、
姉
妹

　
　
　
　
　
は
っ
ぴ

の
守
護
仏
（
八
腎
弁
財
天
）
を
安
置
す

る
と
と
も
に
、
八
枚
田
・
膝
折
橋
・
与

太
郎
手
討
ち
の
森
も
整
備
さ
れ
た
。

　
孝
子
堂
由
来
に
よ
れ
ば
、
寛
永
十
三

年
（
エ
ハ
三
さ
百
姓
与
太
郎
は
二
人
の

娘
と
と
も
に
田
の
草
取
り
を
し
て
い
た

が
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
白
石
城
下

剣
道
指
南
浪
入
志
賀
団
七
の
袴
に
娘
の

投
げ
た
草
が
あ
た
っ
た
。
武
士
の
顔
に

泥
を
ぬ
っ
た
と
怒
る
団
七
は
、
伏
し
て

騨
壕
、

跡のさんぽみち舷⑧

墨堂子

謝
罪
す
る
親
子
の
こ
と
ば
も
聞
き
入
れ

ず
父
与
太
郎
を
切
り
捨
て
た
。

　
姉
妹
は
命
か
ら
が
ら
逃
げ
帰
っ
た
が

こ
れ
を
聞
い
た
病
床
の
母
も
間
も
な
く

死
亡
し
、
悲
嘆
に
く
れ
て
い
た
。
父
の

無
念
を
は
ら
そ
う
と
江
戸
へ
出
て
、
由

井
正
雪
の
門
を
た
た
き
、
武
道
の
修
練

を
つ
み
、
寛
永
十
七
年
…
ハ
四
。
）
春
三

月
、
六
本
松
河
原
に
お
い
て
姉
は
鎖
鎌

妹
は
薙
刀
を
も
っ
て
団
七
と
わ
た
り
合

い
、
み
ご
と
父
与
太
郎
の
仇
を
討
っ
た
。

　
の
ち
に
姉
妹
は
、
獄
門
に
か
か
っ
た

正
雪
の
首
を
静
岡
の
来
迎
院
に
葬
り
、

冥
福
を
祈
り
続
け
た
と
い
う
。

　
ま
た
他
の
説
で
は
、
享
保
八
年
〔
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
だ
て

…
）
片
倉
知
行
地
内
の
足
立
村
の
百
姓

四
郎
左
工
門
の
娘
（
姉
は
す
み
、
妹
は

た
か
）
が
、
白
鳥
大
明
神
前
の
宮
に
お

い
て
片
倉
家
師
範
役
田
辺
志
摩
を
討
ち
、

父
親
の
敵
討
ち
を
し
た
と
い
う
（
「
片
倉

代
々
記
」
な
ど
に
そ
の
記
載
は
な
い
）
こ

の
事
件
に
由
井
正
雪
を
結
び
つ
け
て
創

作
さ
れ
た
歌
舞
伎
が
、
武
士
の
弾
圧
を

受
け
苦
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
み
ほ
ん
　
　
く
さ

い
た
民
衆
の
共
感
を
呼
び
、
読
本
・
草

ぞ
う
し

双
紙
・
民
謡
・
団
七
踊
り
な
ど
へ
と
発

展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
孝
子
堂
の
境
内
に
は
、
徳
富
蘇
峰
書

「
孝
子
堂
」
の
石
の
標
柱
が
た
ち
、

『
郷
の
生
め
る

　
　
宮
城
野
信
夫
か
ん
ば
し
き

　
孝
女
の
誉
れ

　
　
千
代
に
朽
ち
せ
ず
』

と
い
う
土
井
晩
翠
歌
碑
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
「
自
石
市
史
」

”2

・
遠
藤
俊
夫

・
斎
藤
政
雄

■
　
駈

一憂駅
　
肇

藩
鐸

①
環
境
美
化
の
推
進
を
は
か
る
。

②
快
適
な
環
境
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
公
害
防
止
対
策
を
は
か
る
。

③
市
行
政
の
行
う
保
健
衛
生
事
業
等
の

　
　
　
　
　
　
　
推
進
を
は
か
る
。

④
伝
染
病
防
止
対
策
の
充
実
を
は
か
る
。

⑤
各
種
研
修
会
、
大
会
等
開
催

　
　
　
及
び
積
極
的
参
加
を
は
か
る
。

天
桂
院
。

．
　
～
，
4
一

ア
イ
ド
ル
簿
零
角
霧
零
勲
の

わが家のミ2㊤o鯵㊤

菅野　　緑ちゃん（斎川）

　健市さん、純子さんの長女

ママからひとこと

　“誰からも好かれる子になってネ”

パパからもひとこと

　“やさしい娘に育ってネ”
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曾
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宰
や
■
φ
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◎
●
φ
筆
や
壬
◆
や
享
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宰
や
．
◆
？
◆
●
き
圭
？
◆
．
φ
峯
零
や
，
◆
峯
壬
き
壬
◆
？
？
！
Y
董
◆
峯

わたしの

、
罫

　
　
　
　
　
　
鰍
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馨
．
靴
講
懲

h”一
甦
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市
民
文
芸

鈎
介
護
す
る
あ
な
た
が
居
れ
ば
満
ち
た
り
ぬ
古
希
も

碍
澗
近
き
夫
は
優
し
き
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

い
姑
の
世
話
終
え
し
ひ
と
と
き
束
の
間
の
晴
れ
聞
惜

　
し
み
て
干
し
物
広
ぐ
　
　
　
　
　
　
村
上
　
栄
子

桝
運
び
来
し
娘
と
な
る
人
の
調
度
品
古
び
し
我
が
家

串
に
ま
ぶ
し
か
り
け
り
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

を

い
ふ
る
さ
と
に
帰
る
日
決
ま
る
と
娘
よ
り
電
話
に
は

鱒
ず
む
話
し
声
す
る
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

を
い
束
の
間
の
過
ぎ
行
く
夏
を
惜
し
む
ご
と
白
露
の
森

榊
に
響
く
蝉
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

“
長
梅
雨
に
出
穂
お
そ
き
田
を
め
ぐ
り
来
て
雲
低
き

“申
あ
ぜ
に
し
ば
し
停
む
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

し
め
り
も
つ
八
幡
坂
の
通
り
道
藍
あ
ざ
や
か
な
つ

ゆ
草
に
ふ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

若
く
し
て
逝
き
た
る
姉
も
世
に
在
さ
ば
今
年
は
喜

寿
の
齢
と
な
り
し
に
　
　
　
　
　
岡
崎
澄
子

塀
添
い
の
草
と
り
居
れ
ば
背
な
を
う
ち
柿
の
実
一

つ
溝
に
こ
ろ
が
る
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

朝
刊
を
く
ば
る
道
辺
に
仰
ぎ
見
る
慈
母
観
音
に
両

手
を
合
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
近

　
　
「
評
」
一
首
目
、
病
床
に
伏
し
が
ち
な
作
者
を
老
い

　
　
た
夫
は
優
し
く
介
護
し
て
く
れ
る
。
作
品
に
流
れ
る

　
　
夫
婦
愛
の
心
情
は
読
む
者
に
深
い
感
動
を
与
え
る
。

　
　
人
間
の
幸
福
は
愛
で
あ
り
感
謝
の
心
で
あ
ろ
う
。
二

　
　
首
目
、
年
老
い
た
姑
の
世
話
を
す
る
毎
日
、
ひ
と
と

　
　
き
の
晴
間
を
惜
し
み
な
が
ら
干
し
物
を
す
る
。
今
年

　
　
の
長
雨
は
こ
う
し
た
人
々
を
も
困
ら
せ
た
。
実
感
の

　
　
あ
る
歌
で
あ
る
。
三
首
・
四
首
目
共
に
よ
ろ
こ
び
の

　
　
歌
で
、
嫁
を
娘
と
し
て
迎
え
る
よ
ろ
こ
び
、
遠
く
に

　
　
嫁
い
だ
娘
を
久
々
に
迎
え
る
よ
ろ
こ
び
、
い
ず
れ
も

き
ー
マ
重
！
Y
干
婁
2
6
圭
！
Y
季
王
ゆ
峯
峯
‡

母
親
の
愛
の
歌
で
あ
る
。

股
兵
三
選

し
よ
り
つ
し
や

瀟
酒
な
る
新
駅
で
き
て
カ
ン
ナ
咲
く
　
日
下
文

　
　
（
評
）
作
者
は
七
月
に
開
通
し
た
丸
森
線
に
乗
車
さ

　
　
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ど
の
駅
も
新
し
く
、
手
入
れ
が

　
　
い
き
と
ど
い
て
瀟
洒
な
建
物
で
あ
る
。
花
壇
に
は
真

　
　
赤
な
カ
ン
ナ
の
花
が
咲
い
て
い
る
。

病
む
母
の
よ
う
や
く
ね
む
り
虫
時
雨
　
山
家
弘
子

　
　
（
評
）
病
む
母
を
看
護
る
が
季
つ
や
く
寝
入
っ
て
ひ

　
　
と
き
わ
は
げ
し
く
虫
が
な
く
夜
で
あ
る
。

朝
三
時
夫
送
り
出
す
ち
ち
ろ
虫
　
高
子
た
ち
ば
な

　
　
（
評
）
夜
明
け
の
三
時
は
ま
だ
暗
い
。
仕
事
に
出
か

　
　
け
る
夫
を
送
り
出
し
、
ふ
と
ち
ち
ろ
虫
（
こ
お
ろ
ぎ
）

　
　
の
な
く
音
を
耳
に
し
た
の
で
あ
る
。

◆
占
人
▼
壬
◆
圭
o
，
◆
■
◆
ゆ
◆
o
◆
●
◆
■
◆
■
書
↑
，
◆
Φ
や
命
…
や
◆
6
…
ゆ
…

　
ほ
，
子
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

鬼
燈
の
倒
れ
て
赤
し
草
の
中
　
　
　
鈴
木
　
民
子
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

八
年
を
す
ぎ
実
り
た
る
柿
二
つ
　
　
近
内
　
キ
ヨ
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

一
番
の
バ
ス
待
つ
人
に
ゐ
の
こ
づ
ち
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
源
治
郎
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

眠
そ
う
な
み
ん
み
ん
蝉
の
な
き
つ
づ
く
　
　
　
　
碕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

娘
と
か
は
す
安
否
の
電
話
爽
や
か
に
　
青
木
良
子
“

語
る
友
な
く
て
悲
し
や
夕
蛙
　
　
　
高
橋
和
歌
子
碕

旅
一
ト
日
紫
苑
に
雨
の
降
る
日
か
な
　
佐
藤
周
子
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軒

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選
申

。
±
月
二
＋
七
日
中
央
公
　
お
い
　
筑
蕊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
行
い
ま
す
。
題
柿
．
行
秋
。
冬
支
度
。
　
　
い

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帰

三
首
、
封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髄

記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
白
石
市
大
手
町
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

一
番
一
号
）
へ
。
短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
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1ましゆう熱

母子家庭・寡婦自立促進

　講習会の受講生を募集します

●講習科目

　◇経理事務（簿記会計）　30名

　◇和　　裁（吉井式早縫い）

　◇洋　　裁（ドレメ式）　20名

●期間　63年12月11日～64年3月26日

●受講資格

県内の母子家庭の母及び寡婦

●受講料　無料（教材費自己負担）

●場所及び申込み先　仙台市安養寺

3－7－3宮城県母子福祉センター

暦022－256－6511、　295－0013

※詳しくは、同センターヘ。

障害者の職業訓練生を

　　　　　　募集します
●応募資格　○義務教育終了者、ま

たはこれと同等以上の学力がある

と認められる障害者の方で、1年

問の訓練に耐えられる方

●募集科目及び定員

科　　目

電子機器科

洋　裁　科

和　裁　科

製版印刷科

製　本　科

軽印刷科
O　A事務科

定員

10名

10名

10名

10名

10名

20名

10名

科　　目

義肢装具科

理　容　科

経理事務科

広告デザイン科

斗壬
丁
、
〕

芳
者
歳
校

矛
弱
1
9
通
方

実
薄
、
で
る

製
神
象
満
き

　
精
対
未
で

縫
〔

員｛
疋

10名

20名

20名

20名

10名

・訓練期間　64年4月～65年3月

・願書提出先　白石公共職業安定所

※詳しくは、社会福祉事務所福祉係

盈25－2111（内線158）へ。

一日技能講座

受講生を募集します

●日時11月6日（日）9：00～12：00

●場所　県立白石高等技術専門校

　　　　　自石市緑が丘1－5
●講座内容と募集人員

◇（ワープロ・パソコン・コース）ワー

プロとパソコンの基本操f乍　10名

◇（自動車整備コース）冬場における

自動車点検整備　　　　　　10名

◇（日曜大工コース）屑かご兼用踏台

の作製　　　　　　　　10名

●受講料無料

●申込み方法　白石高等技術専門校

費25－2444へお申し込みください。

75

自衛官を 寿山（緑が丘）団地

　　　募集しています
●応募資格　来春、3月高校卒業予

　定者及び18歳から25歳の者

●身分　特別職国家公務員

●待遇　初任給は月額112，400円

　防衛庁職員給与法により定期昇給

　（年1回）、賞与（年3回・4．9月分）

　9～12カ月で昇給122，200円

※詳しくは、市民課盈25－2111また

は、大河原募集事務連絡所費0224－

53－2185へお問い合わせください。

　　分譲住宅継続募集について

　今こそ、マイホームを

　　　　　とお考えの方
　先着順、申込み受付中！

◇一般分譲住宅　3戸（11月30日まで）

◇宅地分譲　5戸（64年1月31日まで）

［撚集，鷹穿分譲価額／

※詳しくは、市建設課智25－2111（内

線262、263）または宮城県住宅供給公

社船迫現地案内所費0224－57－2184へ。

白石市保育園へ入所を希望されるお父さんお母さんへ

市では昭和64年度の市内9保育園

の入所児を昭和64年1月から募集し

ますが、あらかじめ入所の手続き等

についてお知らせします。

1．保育園に入所できる条件は

　お子さんを父母・祖父母等の方々

　が仕事やその他の事情により家庭

で養育できない場合です。

2．入所できる年齢は

　1歳から5歳までです。

3．保育時問は

月～金曜日

土曜日

8日寺30分～・16日寺30分

8時30分～12時30分

児童福祉法の規定により、それぞ

れの家庭の前年の課税状況により

19区分されます。（一律ではあり

ません）

現在最も多くの方々に納めていた

だいている保育料を例示してみる

と次のとおりです。

「
× 定　　　義

前年度市民税所得割

5，000円以上課税肚帯
c3

前年度所得税30，000円以

上6り，000円末満課税世帯
c4

11，000円

15，500円）

3歳未満児 3　畿　児4歳以上児

月　　額

21，600円

UO，800円1

＆駒o円

14，200円1

19，000円

〔a印o円1

8，500円

（4，200円）

ただし、次の特別保育も行ってい

ます。

特別保育時間

19，000円

⑲，500円）

月～金曜日

土曜日

朝7時30分～8時30分

夕4時30分～5時30分

朝7時30分～8時30分

12時30分～5時30分
（ただし第3土曜日を除く）

4　保育内容は

年齢にそった保育計画によ瞠）、楽

しく、健全に発育できるように保

育します。

5　給食は

3歳末満児（1・2歳児）食と3

歳以上児（3・4・5歳児）食の二

通りです。3歳未満のお子さんは

完全給食で午前・午後のおやつと

昼食（ごはんとおかず）がでます。

3歳以上のお子さんは副食給食で

昼食（おかず）と午後のおやつが

出ますが、ごはんは持参となりま

す。給食はおいしく楽しくをモッ

　トーに、各保育園の給食室で栄養

のバランスを考えた、手作りの給食

を計画的に実施しています。

6　保育料は

※同一家庭から2人以上のお子さん

が入所している場合は、2人目か

　ら（）内の保育料となります。

7．入所手続きは

　入所申請書を入所を希望する各園

　に提出してください。ただし東・

西・南・北の各園に昭和64年度新

たに入所希望の方は福祉事務所へ

提出してください。

　○申請用紙の配布　12月から

　○受付　　　　　　64年1月から

8．市内保育所と入所定数

保育園名 電話
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1

※募集の詳細については、広報しろ

いし12月号でお知らせします。

　入所については、白石市社会福祉事

務所保育係君25－2111内線154または

各園へお問い合わせください。

☆第19回白石市民文化祭
〔芸能の部〕11月3日

●会場　白石市民会館

（第1部）12：30～15：30

　詩吟、舞踊、合唱、謡曲、長唄な

ど

1第2音5）　16：00～21＝00

〔展示の部〕11月1日・2日・3日

●会場　白石市中央公民館

　9：00～17：00（3日は16：00まで）

　いけばな、写真、陶芸、水石、和

　紙人形、書道、絵画、盆栽など

　（茶道・かるたは3日10：00～）

●主催　白石市文化協会

●後援　白石市中央公民館

☆第16回ホーム祭
●日時11月20日（日）9＝00～15：00

●場所　勤労青少年ホーム（益岡城）

＜展示の部＞　10二〇〇～15：00

　書道、洋裁、生け花、将棋など

〈発表の部〉　10：00～14：30

　日本舞踊、民謡、きもの着付ショ

　ー、社交ダンス、尺八演奏など

くお茶席〉　10：30～14＝00

〈食　堂＞　11：00～14：00

ぐチャリティーバザー〉10：30～14：00

〈喫茶コーナー〉　10：30～14：00

※詳しくは、勤労青少年ホームヘ。

働く婦人の家から

◎特別講座

5手かるにできる年賀状教室

●日時11月20日（日）10：00～15：00

●対象　小学4年生以上・一般主婦

●定員及び材料費　20名200円くらい

●講師　小岩　庄一先生

．冬のう一めん料理教室

●日時11月28日（月110：00～12：00

●定員25名

●講師　料理研究家　畠　つね先生

●材料費　実費（う一めん代は除く）

●協賛　奥州自石温麺協同組合

《
．
・カラオケ入門教室

●日時1回目11月30日13：00～16：00

　　2回目12月4日13：00～16：00

●定員15名

●講師　小野　甲一先生

プレゼントー日教室

◎’88働く婦人の家まつり

●日時11月6日旧）9：30～15＝00

〔作品展示の部〕9：30～15：00

〔発表の部〕10二31）～14：30

〔お茶席の部〕9＝30～14：00

〔食堂の部〕11＝00～14：00

〔チャリティーバザー〕9＝30～11：30

●日時12月4日（日）1（1：00～15：00

●内容　パッチワークの小物入れ

●定員20名

●講師　渋谷　京子先生

●材料費　1，500円くらい

※参加申込み、その他詳しくは、働

く婦人の家費25－5095へどうぞ

◎講演会
●日時12月3日〔土）13：00～15100

●演題　r医師として今振りかえる

　　　　　　わが家の50有余年」

●講師　医師・県民の母松山京子先生

◎生活講座受講生募集

●定員30名

●受講料　無料（材料代個人負担）

　　　　ア　　　　　 マ日　時
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あなた自身を生かすために

セーター1カーデでガン）を飾る

一ワンポィント束吐しゅう一

時闇をかけずに

　　おいししΣメニュー

講演会

r医師として今　振りかえる

わが家の50育余年1

お茶・お菓子のいただき方

　　（出し方）のマナー

講師名

宮城県婦人少年室

室長　増川静子先生

日本手芸普及協会

講師　竹中ひろみ先生

料理研究家

　畠つね先生

医師・県民の母

　松山京子先生

方円流茶道師範

　平田操円先生

図書館からのおしらせ
★灯火親しむ秋
　秋の高い空、澄んだ空気がここち

よく、時を忘れて読書にふける絶好

の季節です。

　10月の図書のばく書も終え、新書

を多数とりそろえてみなさんのご利

用をお待ちしています。

★11月の特集

　年末年始の暮らしの工夫について

家事関係図書の紹介。児童室ではク

リスマスの絵本や正月の遊び、年賀

状つくりなど冬休みに読める図書を

テーマに特集しています。

★図書館からのお願い

　本の返却は期日を守り、読み終わ

らないときは、再度借り入れの手続

きをしてください。電話での貸し出

i、延長は、図書整理上いたしません

のでご協力ください。

★11月の休館日

　11周3日、23口、30日

●・・新刊図書あんない・・●
●なぜソ連は信用できないか

　　　　　　　　宮崎　正弘
●逃亡者の掟　　　　　人見　安雄
●仙台晩翠草堂の顛　　中野　好之
●わが子わが夢　　　　早乙女勝元
●共働きはラクじゃないよ　”
●突然死を防ぐ　　　　高橋由美子
●郵貯VS銀行　　　　小邦　宏治
●ファッションイラストレーション
　トゥディ　　　　　　　　小ギ也　千枝

●旅と博物館200選
　　　　　近畿日本ッーリスト
●電子レンジ料理のコツ天野　悦子
●入工知能の未来は

　　　　ジョージ・ジョンソン
●ノーティー・ボイ　　稲葉　　仁
●いまこそ子どもに読書の喜びを

　　　　　　　　渋谷　清視
●仙台きょうはなんの日

　　　　　　　仙台文化出版社
●霧の中の殺入者　　　福田

●男三昧・女三昧森
●雨の口には車をみがいて

　　　　　　　　五木
●闘う経営者　　　　　高杉

●まるごと新婚ふたりの料理

洋
子

　
揺

之
良

寛

　　　　　　　　小越　悦子
●湖の子たちの夏　　　福本　武久
●消費者信用のすべて

　　　　　オリファ総合研究所
●志摩半島殺人事件　　内田　康夫
●アスベスト対策をどうするか

　　　　アスベスト問題研究会
●雲取山に生きる　　　新井信太郎
●グ，レメは文化である

　　　　　富田仁・内海あぐり
●巨大都市東京と家族　米田佐代子
●どんどん脳力を開拓する法

　　　　　　　　土門勝一郎
●仙台で消えた女　　　多岐川　添
●瀬戸大橋　　　　　　篠原津田夫
●いのちの終末

　　　　アルフすンス・デーゲン

　　　子どもの本
●かみなりむすめ　　　斎藤　隆介
●れんらくせんちびっこマリンくん

　　　　　　　　藤本　四郎
●げんきさんからの手紙わたりむつ子

●小学生自由研究アイデア集

　　　　　　　　教育研究会
●動物の600字童話　　早船ぐみお

みんなの図書館
　　　　　　　　　　　踵



　　　　論
恨　　1㌧、　　糊　　一躬・

　　　　　　　　ト訟パ・1．謡；ダ養識．1、ン
．鱗翻．・、・．一齪灘訟．

　　灘蹴，卜．一這醗　　．．「謡

　　　　　聡麟一麟，璽，蟹

　　　　　　　　　　　　ま　ヨ　
　ご

　　　　　　麟粥4’冨譲、．露、　　『、．、馳

　みやぎクリーンキャラバン来白（9月30日南中学校）

　キャラバン隊が来白するまでの時間を利用して、越河

地区の婦人会員によって国道四号沿いの清掃活動が行

われました。ゴミのポf捨てはつつしみましょう。

おしらせコーナー

まちの話題
　全日本ゲートボール選手権大会開かる（9月3・4日）

　全国から約100チームが参加して、全日本ゲートボー

ル選手権大会・白石市長杯争奪親善大会が開催され、市

営球場において熱戦が展開されました。

璽 　
　
轟

　
　
　
　
　
脳

　
．

『青少年健全育成白石市民の

つどい』を開催します

就学援助（準要保護）制度について

教育委員会から

総合健診（追加）のお知らせ

保健衛生課から

・日時11月15日（火）

　　　午後1時30分～4時
・会場　白石市中央公民館大ホール

・主催　青少年のための市民会議

　　　白石市教育委員会

・内容

o講演『心にひびくことばがけ』

　講師　仙台めるへんの森幼稚園

　　　園長富田博氏
O少年の主張

　　市内各中学校生徒6名による

　　発表
青少年を健全に育成するため

　みんなで手を組み

　　運動の輪を広げましょう∠ノ

みなさんのご出席をお願いします。

水道漏水修繕等の

休日当番制について

　在学中、または来春入学される児

童・生徒（小・中学生）の保護者の

方で、通学に要する学用品費等、新

たに児童・生徒を入学させるための

準備が、経済的理由で支障をきたす

方に就学援助制度があります。

　申請が認定されますと、学用品費、

修学旅行費、校外活動費等が給与さ

れます。

　受給を希望される児童・生徒の保

護者の方は、児童・生徒の在学して

いる学校、昭和64年4厨小学校就学

予定児童については、就学予定小学

校にご相談ください。

　申請される場合は、12月5日まで

に、申請書を学校に提出してくださ

い。なお、この申請は昭和64年度分

です。

過般実施した総合健診を受けるこ

とができなかった方のため、次のと

おり健診日を設定しました。

忘れずに

　必ず受診しましょう！

・日時昭和63年11目25日（金）

受付時間　9：00～11：00

　　　　13：00～15：00

　　　　17：00～19：00

・場所臼石市健康センター

・検診の種別

巳結核健康診

断〔15歳以上1

la、循環器健診

（基本健診l

qO歳以上）

検 項　目

胸剖；レントケン撮映

検尿、身体計測、血圧測定、

間診、血液検査、診察等、医

師の指示により精密検査

　家庭等の水道工事及び修繕等につ

いては、市の公認水道工事業者が水

道使用者の依頼によき）行っています

が、11月3日から休日における漏水

修繕等についても白石市管工事業組

合の協力により、休日当番制を実施

することになりました。

　漏水等により緊急に修繕等を要す

る場合は、白石市役所盈25－2111の

当直者へご連絡ください。

　　　　一白石市水道事業所一

行政区長の変更について

総務課から

　10月1日付で、中斎川行政区長に

古山正己さんが委嘱されましたので

お知らせします。

第11回

　　健康づくり推進大会

・日時11月12日仕）

　　　　　　　午後1時～
。場所白石市民会館大ホール

C吟・回の結核健康診断も受診できな

　かった方は、各自、医療機関で受

診（自費1して、本年12月15日ま

で、結核健康診断受検票に、医師

の確認印を受けて、市保健衛生課

　に提出してください。

※詳しくは、市役所保健衛生課留25

－2111（内線6し）3）へお問い台わせく

ださい。

◎お詫びと訂正

1し凋号掲載のr第2回みやぎ蔵王

高原マラソン3km小学校女子ノ＼賞者」

は、佐久間直美さん（大平小）の誤

りでした。

”

西小原・虎岩トンネル工事鍬入式（9月28日）

七ケ宿ダムの堤体が完成し、現在は付替道路工事が急

ピッチで進められています。さらに西小原・虎岩トンネ

ル工事鍬入式が行われ、工事の安全を祈願しました。

おしらせコーナー
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　宮城県美術館・白石移動美術館（9月25日～10月2日）

　宮城県美術館の所蔵する作品のうち、70点が中央公民

館に展示され、白石ではお目にかかれない名品にふれる

とともに、版画のさまざまな技法の講習も行われました。

雇用保険不正受給防止月間

11月1日～30日

市営住宅入居者を募集します

建設課から

住宅需要実態調査にご協力を！’

建設課から

　失業給付は、失業した労働者の生

活の安定を図り、再就職を促進する

ことを目的としています。

　ところが、働いている事実を隠し

たまま支給を受けるなど不正な受給

がまだあとをたちません。

　不正受給に対しては、従来から厳

しい措置をとっていますが、11月を

r雇用保険不正受給防止啓発月間」

として、不正受給防止の徹底を期す

ことにしています。

　不正受給とは、

O就職（パート、アルバイト、試用

期間などを含む）した事実を隠し

　たり、働いた日数や採用年月日を

　偽って申告する。

O内職や手伝いをした事実及び収入

　を隠したり、偽った申告をする、

○偽りの記載をした離職票を提出す

　る。

○離職証明書など各種の証明書を偽

造または改ざんして提出する。

　などの不正な手段により、失業給

付を受けようとすることです。

※雇用保険関係の書類の書き方など

で不明な点がありましたら、お気軽

に白石公共職業安定所費25－3107へ

お尋ねください。

〔新　館〕31（、3DK3，000～12，600円14戸

〔寿　山〕3K　　3，300～3，500円　3戸

〔緑が丘〕3DK　l4，500～15，500円　6戸

〔白　川〕2K　　　　3，600円　1戸

〔岩　崎〕3DK（新築）24，000円11戸

※市建設課で随時申込み受付ます。

公給領収証を

必ず受け取りましょう！

宮城県ではr公給領収証を必ず受

け取る運動月間」を11月1日から11

月30日まで行います。

　建設省及び宮城県では12月1日を

基準日として、住宅需要実態調査を

行います。

　この調査は、私たちの生活基盤で

ある住宅について建設や住み替えの

実態、住意識や今後の住み替えの計

画等を把握することにより、国、県、

市町村の住宅建設計画策定などの基

礎資料として活用するものです。

　ご協力をお願いいたします。

　詳しくは、県住宅課盈022－26－2111

（内線3966）にお問い合わせください。

料金飲食等消費税とは

　この税金は、飲食店、バー、キャ

バレー、旅館などを利用した入が納

める税金で、税額は料金の10％です。

飲食店などの経営者が飲食された方

から料金と一緒に受け取り、毎月、

県に納めるしくみになつています。

　料理店等の経営者は、税金を受け

取った「しるし」として県が印刷ま

たは検印した領収証を必ず客に渡す

義務があり、この領収書をr公給領

収証といいます。

　　今月の納税は
国民健康保険税の第6期分です。

納期内に納めましょう！

白石の水辺を考えよう！

r柳川堀割物語」を上映します

馬牛沼鯉まつり
　11月13日側午前9時～ たばこは市内で賀いましょう〃

福岡県柳川市の堀割を伝統的文化

遺産としてとらえ、八と水とのふれ

あいを精密なタッチで描いた映画r柳

川堀割物語」を上映し、r白石の水辺

を考えるっどい」を開催します。

・開催日時　昭和63年12月3日（土｝

　　午後1時～9時（2回上映1
・場所　白石市中央公民館大ホール

・鑑賞券　500円（青年会議所・商工

　会議所でお求めください。）

・主催　自石の水辺を考えるつどい

　実行委員会

・後援　白石市・白石市教育委員会・

　白石市自治会連合会

・間い合わせ先奮26－2012鈴木まで。
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今月の休日当番医

3日　（文化の日）

　内科　海上医院　　　盈25－1501

　外科　斎藤医院　　　雪25－1222

6日（日曜日）

　内科　柿崎医院　　　燈25－2210

　外科　刈田病院　　　盈25－2145

13日（日曜日）

　内科亘理医院　　　費25－8501

タト禾斗　やまや婦人クリニック　盈25－0088

20日（日曜日）

内科　大沼医院　　　a25－2502

外科　銭谷医院　　　台25－2010

23日（勤労感謝の日）

内科　広瀬医院　　　費25－0238

外科朝倉医院　　　a25－2101

27日（日曜日）

内科　三浦クリニック　君25－6854

外科　宮城医院　　　費25－2062

12月4日（段曜日）

内科　海上医院　　　a25－1501

外科　刈田病院　　　a25－2145

※都合により変更になる場合もあります。

市内の交通事故
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11月の定例相談日
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白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
臼石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内

相　談　室
白石市役所3階

第3会議室
白石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所2階
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白石市役所4階
青少年相談

　　センター

内 容

市行政に対する質問、

要望等について、川井
市長が直接相談に応じ
ます。

結婚、離婚、遺産相続
借地借家、雇用、差別
待遇問題等

国や県、市など役所の
行う仕事について困っ

ていることや希望等

市民の日常生活上の困
りごと

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地売買
に関する税金、法人の
税金などの相談

買物苦情、消費生活一
般

補聴器の修理、調整な
ど

家庭内の人間関係や異
性との問題等で悩んで
いる女性の方

法律についての困りご
と

身体障害者精神薄弱者

の生活、職業、結婚等

子供の教育上の相談
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　　　　　第10回白石市消防操法大会

　　　　　去る10月16日、東中学校校庭に

　　　　　おいて操法大会が開催されました。

　　　　　大鷹沢分団第7班班長佐藤好夫
　　　　　さんの選手宣誓の後、小型ポンプ

　　　　　操法競技が行われ、練習の成果が

～　ミ　競われました。優勝＝白石分団第

　　　　　13班、準優勝：大平分団第1班、

一・　　　亀　三位：白川分団第4班。
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（十19人）
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（）内は対前月比
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